
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル・

教
室
申
し
込
み
」と
記
入
し
同

館
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定
員

／
参
加
費

左
表
の
と
お
り

※
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
人
に
限
る
。
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。

●
申
し
込
み

２
月
７
日
昭
～
２２

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
直
接
か
郵
送
で
市
体

育
館（
〒

－

０
０
６
１
新
田
町

４４６

新
定
山

－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
、
２
月

日
晶

２２

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、

円
８０

参加費定員対象開始時間期間曜日教室名
各
３２００円

各
３０人

小学生（初心者）午後６時Ａ金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

女性午後１時３０分木シェイプアップ
３８００円女性（初心者）

午前１０時

Ｂソフトテニス
３０００円

一般

Ａ

金

健康体操

２９００円エンジョイエクサ
サイズ

４１００円４５組１歳６カ月～未
就園児とその親

親子からだあそび
とママエアロ

３4００円３５人一般（初心者）午後７時土ラージボール卓球
３５００円各

３０人
午前１０時３０分

火
エアロビクス

３０００円６０歳以上午後１時３０分シルバースクール
３１００円４５人一般午後３時

Ｂ
太極拳

各
３７００円

各
３０組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分木ふれあい親子スク

ール
２８００円１２０人小学４～６年生午前９時３０分

Ａ

土
陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３６００円５０人小学３～６年生午前１０時ジュニアソフトテ
ニス

各
４０００円

７５人小学４～６年生午後６時水バスケットボール
３０人小学４～中学３

年生
木バレーボール

４２００円３５人午後５時土
バドミントン 各

５５００円各
４０人

高校生以上午後７時火
女性

午前１０時
水

４７００円女性（初心者）金卓球
４４００円２０人木インディアカ
①５０００円
②５８００円各

１０人
①中学生
②高校生以上午後７時

水弓道

①３０００円
②３８００円

Ｂ
火アーチェリー

各
５０００円

各
２０人１８歳以上午後７時３０分金硬式テニス（初級）

硬式テニス（中級）
※中学生以下は年間１人８００円のスポーツ保険代が別途必要。
※期間のＡは４～７月、Ｂは４～６月。
※定員に達しない教室は、３月１日晶午前９時から再受け付け。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品

の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す

●
申
し
込
み

２
月

日
昭
ま
で

２８

に
、
作
品
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
）・年
齢
・
電
話
番
号
と
、
勤

務
先（
市
外
在
住
の
人
）ま
た
は
学

校
名
・
学
年
を
、
直
接
か
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
清
掃
事
業
所（
〒
４４４

－

１
１
５
５
堀
内
町
西
新
田
２
／

胃〈

〉１
３
１
８
／kankyo-h

７７

ozen@
city.anjo.aichi.jp

）へ

空
き
缶
・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

防
止
や
犬
・
猫
の
ふ
ん
の
放
置
防

止
、
地
域
で
の
清
掃
の
推
進
な
ど
、

町
の
美
化
を
呼
び
か
け
る
作
品
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
は
、

「
町
を
美
し
く
す
る
運
動
」の
ポ
ス

タ
ー
や
看
板
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

●
対
象

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

●
募
集
内
容

未
発
表
の
も
の
を

１
人
１
点
ま
で

●
表
彰

優
秀
作
品
に
、
賞
状
と

記
念
品
を
進
呈
し
ま
す

●
そ
の
他

最
優
秀
作
品
は
氏
名
、

町
名
ま
た
は
勤
務
先
、
学
校
名
を

環
境
美
化
標
語
を
募
集■問

▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

人

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

５８

１３４

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

●
１
位
「
暴
力
団

無
く
す
は

市
民
の

包
囲
網
」松
村
英
雄（
百

ひ
で
お

石
町
）

●
２
位

野
上
忠
一（
篠
目
町
）、

ち
ゅ
う
い
ち

池
端
奈
（々
小
堤
町
）

な

な

●
３
位

角
谷
由
香（
藤
井
町
在

ゆ

か

勤
）、杉
浦
幸
子（
今
本
町
）、兵
藤

さ
ち
こ

彰
高（
藤
井
町
在
勤
）

あ
き
た
か

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

暴
力
団
追
放
標
語
の
入
選
作
品
を

決
定

市
役
所
代
表
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松松村さ松村さんん

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ

教
室（
１
期
）

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
１
年

分
を
課
税
し
ま
す
。
月
割
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
２
日
以
降
に

廃
車
な
ど
を
し
て
も
、
全
額
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

車
を
他
人
に
譲
っ
た
り
廃
棄
し

た
り
し
て
、
現
在
所
有
し
て
い
な

く
て
も
、
手
続
き
を
し
な
い
と
い

つ
ま
で
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
市
外
か
ら
転
入
し
た
場
合

も
手
続
き
が
必
要
で
す
。
３
月
末

ま
で
に
下
表
の
場
所
で
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

３
月
下
旬
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
な
ど
事
前
に
問

い
合
わ
せ
を
し
、
早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
市
民
税
課

（
緯〈

〉２
２
１
３
）

７１

車種・区分・年税額・ナンバー・手続き場所

手続き場所ナンバー年税額車種・区分

市民税課、南部・桜井支所、
北部出張所安城市

１０００円５０㏄以下
二輪

原動機付自転車
１２００円５０㏄超９０㏄以下
１６００円９０㏄超１２５㏄以下
２５００円三輪以上（ミニカー）２０㏄超５０㏄以下
１６００円農耕作業用のもの（トラクターなど）

小型特殊自動車
４７００円その他のもの（フォークリフトなど）

愛知県軽自動車協会三河分室
（豊田市若林西町西葉山４８－
１／緯０５６５〈５２〉３１１１）

１三河２４００円１２５㏄超２５０㏄以下（側車付き・
トレーラーを含む）二輪

軽自動車 軽自動車検査協会愛知主管事
務所三河支所（豊田市若林西町
西葉山４８－２／緯０５６５〈５１〉２５５
５）三河

３１００円

６６０㏄以下

三輪
３０００円貨物営業用

四輪 ４０００円貨物自家用
７２００円乗用自家用

愛知運輸支局西三河自動車検
査登録事務所（豊田市若林西町
西葉山４６／緯０５０〈５５４０〉２０４７）

４０００円２５０㏄超二輪の小型自動車

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
名
義
・
住
所
変
更
、
廃
車
手

続
き
は
３
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

大
会
開
催
に
と
も
な
い
、
周
辺

道
路
の
交
通
規
制
を
し
ま
す
。
規

制
や
う
回
な
ど
は
、
現
地
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
規
制
日
時

２
月

日
掌
午
前

１０

９
時

分
～

時

分

１５

１１

３０

●
と
こ
ろ

デ
ン
パ
ー
ク
周
辺

（
左
図
参
照
）

●
そ
の
他

駅
伝
大
会
コ
ー
ス
へ

は
自
転
車
の
侵
入
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

市
体
育
館（
緯

〈

〉３
５
３
５
）

７５

デンパーク東交差点

デンパーク西交差点

赤松町交差点

デンパーク

凡 例
大会コース

う回路

進入禁止

■
デ
ン
パ
ー
ク
無
料
デ
ー

当
日
は
、
午
前
８
時
か
ら
無
料

で
入
園
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈

〉７
１
１
１
）

９２

■
あ
ん
く
る
バ
ス
の
規
制

規
制
中
、
次
の
バ
ス
停
は
停
車

を
し
ま
せ
ん
。

南
部
線諮

２
便
目
止
⑪
上
之
切
、

⑫
和
泉
口
、
⑬
井
杭
山
、
栄
井
杭

山
、
永
和
泉
口

３
便
目
止
⑪
上

之
切
、
⑫
和
泉
口
、
⑬
井
杭
山

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
緯〈

〉２
２
４
３
）

７１

広報あんじょう 2013.2.1峨

市
民
デ
ン
パ
ー
ク
駅
伝
大
会
の
交

通
規
制
と
デ
ン
パ
ー
ク
無
料
デ
ー



●
と
こ
ろ

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー●
費
用

施
設
使
用
料

●
申
し
込
み

２
月
６
日
昌
～
開

催
日
前
日
の
午
前
９
時
～
午
後
８

時（
捷
を
除
く
）に
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
親
子
水
泳
体
験
会

●
と
き

３
月

日
掌
・

日
掌・

１０

１７

日
掌
・

日
掌

①
午
前

時

２４

３１

１０

～

時
、
②
午
前

時
～
正
午

１１

１１

（
い
ず
れ
も
全
４
回
）

●
内
容

親
子
で
楽
し
く

水
慣
れ
や
ク
ロ
ー
ル
な
ど

●
対
象

①
４
～
６
歳
の

子
と
そ
の
保
護
者
、
②
小

学
１
～
３
年
生
と
そ
の
保

護
者

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き
保

護
者
１
人
。

●
定
員

各

組（
先
着

１５

順
）

●
持
ち
物

水
着
・
水
泳

帽
子（
必
要
な
人
は
ゴ
ー

グ
ル
）

■
太
り
に
く
く
な
る
！
カ

ラ
ダ
づ
く
り
教
室

●
と
き

３
月
７
日
昭
・

日
昭
・

日
昭
・

日

１４

２１

２８

昭
午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

（
全
４
回
）

●
対
象

歳
以
上
の
女
性

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
持
ち
物

運
動
着
、
室
内
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）

■問
▼
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉３
５
４
５
）

７５

■
親
子
い
ち
ご
プ
ラ
ン
タ
ー
植
え

付
け
体
験

●
と
き

３
月
９
日
松
午
前
９
時

分
～

時

３０

１１

●
と
こ
ろ

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

●
内
容

い
ち
ご
の
苗
を
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
付
け
。
そ
の
後
、
自

宅
に
て
管
理
・
収
穫
で
き
ま
す

●
対
象

小
学
生
以
下
の
子
と
そ

の
保
護
者

●
定
員

組（
先
着
順
）

２０

●
費
用

１
０
０
０
円

※
縦

尺
×
横

尺
×
深
さ

尺

２５

６５

２０

程
度
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
持
参
す

る
場
合
は

円
。

７００

●
申
し
込
み

２
月
６
日
昌
～
１５

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（

日
抄
を
除
く
）に
、
電
話

１５

１１

で
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー

へ■
野
菜
づ
く
り「
入
門
コ
ー
ス
」

家
庭
菜
園
な
ど
で
の
野
菜
づ
く

り
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
な
ど

品
目

１０

程
度
の
野
菜
を
栽
培
す
る
予
定
で

す
。
農
機
具
な
ど
は
貸
し
出
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き

開
講
式
止
４
月
５
日
晶
、

研
修
止
４
～
８
月

●
と
こ
ろ

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
の
人

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

３０

場
合
は
抽
選
）

●
費
用

１
万
５
０
０
０
円

●
申
し
込
み

２
月
１
日
晶
～
２０

日
昌
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分
に
、
申
込
書
を
ア
グ
リ
ラ
イ

１５フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
捷
抄
を
除
く
）

か
農
務
課（
松
掌
抄
を
除
く
）へ

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
、
農
務

課
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区

公
民
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
配
布
。

市
役
所
代
表
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親
子
い
ち
ご
プ
ラ
ン
タ
ー
植
え
付
け
体
験
、

野
菜
づ
く
り「
入
門
コ
ー
ス
」受
講
生
を
募
集

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
講
座

水水慣れから始めましょ水慣れから始めましょうう

初めての人でも気軽に参加できま初めての人でも気軽に参加できますす

博
物
館
協
議
会
委
員

を
募
集

国
内
最
多

品
種
・

万
本
の

５００

１００

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
と
き

４
月

日
昇
～
５
月
６

２３

日
承
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
入
園
は
午
後
５
時
ま
で
）

３０●
と
こ
ろ

砺
波
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

公
園（
富
山
県
砺
波
市
）ほ
か

●
費
用

入
園
料
、
駐
車
場
整
理

料（
自
動
車
で
の
来
場
の
み
）

●
そ
の
他

砺
波
市
は
市
民
保
養

事
業
対
象
地
区
で
す

●
問
い
合
わ
せ

砺
波
市
花
と
緑

の
財
団（
緯
０
７
６
３〈

〉７
７

３３

１
６
）、市
商
工
課（
緯〈

〉２
２

７１

３
５
）

■
上
級
救
命
講
習
会

●
と
き

２
月

日
松
午
前
９
時

２３

～
午
後
６
時

●
と
こ
ろ

高
浜
消
防
署

●
内
容

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
法
、
止
血
法
、
外
傷
の
手
当

て
な
ど

●
申
し
込
み

２
月
５
日
昇
午
前

９
時
か
ら
同
署（
緯〈

〉１
１
９

５２

０
）へ

安
城
・
碧
南
・
刈
谷
・
知
立
・

高
浜
市
在
住
・
在
勤
の
人
は
ど
の

会
場
で
も
受
講
可
能
で
す
。

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

２０

■
普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
小
児
・
乳

児
・
新
生
児
）

●
と
き

２
月

日
松
午
前
９
時

１６

～
正
午

●
と
こ
ろ

刈
谷
消
防
署

●
内
容

小
児
・
乳
児
・
新
生
児

の
心
肺
蘇
生
法
、
ひ
き
つ
け
、
の

そ
せ
い

ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
時
の
処
置

●
申
し
込
み

２
月
５
日
昇
午
前

９
時
か
ら
同
署（
緯

〈

〉１
２
９
９
）へ

２３■
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

●
と
き

２
月

日
掌

１７

午
前
９
時
～
正
午

●
と
こ
ろ

安
城
消
防

署●
内
容

心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
、
止
血

法
な
ど

●
申
し
込
み

２
月
５

日
昇
午
前
９
時
か
ら
同

署（
緯〈

〉２
４
９
４
）

７５

へ

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局
消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３

●
職
務

博
物
館
の
運
営
な

ど
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
・

提
言
。
年
３
回
平
日
昼
間
に

開
催
予
定
の
協
議
会
に
出
席

●
任
期

４
月
１
日
捷
～
平

成

年
３
月

日
昇

２７

３１

●
選
考

書
類
、
面
接（
３

月

日
昇
）

１２
●
対
象

平
成
５
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
、
市
歴
史

博
物
館
の
企
画
展
な
ど
を
観

覧
し
た
こ
と
が
あ
り
、
応
募

時
に
市
の
ほ
か
の
公
募
委
員

で
な
い
人

●
定
員

１
人

●
申
し
込
み

応
募
書
類
を
、

２
月

日
晶
～

日
昭
午
前

１５

２８

９
時
～
午
後
５
時
に
直
接

（
捷
を
除
く
）か
郵
送（
当
日

消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
歴
史
博
物
館（
〒

－

０
０
２
６
安
城
町
城
堀

４４６
／
胃〈

〉６
６
０
０
／bu

３０

７７

nkazai@
city.anjo.aichi

.jp

／
緯〈

〉６
６
５
５
）へ

７７

※
書
類
は
同
館
・
同
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
Ｅ
メ

ー
ル
は
、
件
名
を「
委
員

公
募
」と
し
て
く
だ
さ
い
。
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と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

救
命
講
習
会

心心肺蘇生法などを学びま心肺蘇生法などを学びますす

砺波チューリップ公園



■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

広報あんじょう 2013.2.1 画

市
役
所
代
表

月
４
日
捷
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分（
閉
庁
日
・
休
館
日
を

１５

除
く
）

●
閲
覧
場
所

清
掃
事
業
所
、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
図
書
館
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

■
意
見
の
提
出

●
対
象

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
の
人
。
本
見
直
し（
案
）に
利

害
関
係
の
あ
る
人

●
意
見
提
出
用
紙

閲
覧
場
所
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布

●
意
見
の
提
出

意
見
提
出
用
紙

を
閲
覧
期
間
中
に
直
接
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
清
掃
事

業
所（
〒

－

１
１
５
５
堀
内
町

４４４

西
新
田
２
／
胃〈

〉１
３
１
８
／

７７

kankyo-hozen@
city.anjo.a

ichi.jp

）へ

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」ペ
ー
ジ

か
ら
も
閲
覧
、
意
見
提
出
が
で

き
ま
す
。
電
話
で
の
提
出
は
で

き
ま
せ
ん
。

安
城
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
は
、「
４
Ｒ
推
進
に
よ
る
ご
み

減
量
で
環
境
首
都
・
安
城
の
実
現
」

を
基
本
理
念
に
、
平
成

年
度
～

２０

年
度
の

年
間
を
計
画
期
間
と

２９

１０

し
、
平
成

年
４
月
に
策
定
し
た

２０

も
の
で
す
。

計
画
策
定
か
ら
５
年
が
た
ち
、

社
会
環
境
の
変
化
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
の
見
直
し（
案
）を
作
成
し

ま
し
た
。

■
計
画
の
閲
覧

●
閲
覧
期
間

２
月
１
日
晶
～
３

●
と
き

３
月

日
掌

１０

●
と
こ
ろ

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

エ
コ
き
ち

●
内
容

事
前
調
査
で
、
家
庭
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
診
断

し
、
効
果
的
な
省
エ
ネ
を
提
案

●
対
象

市
内
在
住
の
人

●
定
員

６
世
帯（
先
着
順
）

●
申
し
込
み

２
月
８
日
晶
～
１３

日
昌
に
、
参
加
申
込
書
を
郵
送
か

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
首

都
推
進
課（
〒

－

８
５
０
１
住

４４６

所
記
載
不
要
／
胃〈

〉１
１
１

７６

２
／kankyo@

city.anjo.aic
hi.jp

）へ

※
申
込
書
は
、
同
課
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

う
ち
エ
コ
診
断
で
省
エ
ネ
を
！

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し（
案
）へ

の
意
見
を
募
集効効果的な省エネを提効果的な省エネを提案案

古
く
か
ら
の
市
街
地
や
集
落
内

に
は
、
道
幅（
幅
員
）４
ｍ
に
満
た

な
い
狭
い
道
が
存
在
し
ま
す
。
そ

こ
で
本
市
で
は
、
狭
い
道
を
広
げ

る
た
め
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築

な
ど
の
際
に
、
皆
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
、
左
図
の
よ
う
に
、
狭
あ

い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
を
活
用
し
、

安
全
で
良
好
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

■問
▼
維
持
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
３
７
）

７１建
築
課

（
緯〈

〉２
２
４
１
）

７１

޿
͛
Α
う
！
狭
い
道

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

後退用地を自己で狭あ
い道路の形状と同程度に
整備、維持管理していた
だきます。この場合は、
後退杭を設置するととも
に、塀や植栽などの除却、
移設をしていただきます。

個々の建築行為にあわせ、後退用地（道
路境界線と後退線に挟まれた土地）を寄付
していただきます。（測量や所有権移転手続
きは市が実施。）
塀や植栽などがある場合は、除却・移設
をしていただきます。

対象は道幅４ｍ未満の道
路、いわゆる“２項道路”
（建築基準法第42条第２項
に規定する道路）などです。
この道路の中心線から２

ｍ後退した位置を後退線と
します。

後退用地は、市が舗装などの整備をします。

寄付する場合 自己管理する場合

「安城市狭あい道路拡幅整備事業」による整備イメージ

１
月

日
付
け
で
、
新
た
に
市

１１

指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
指
定

文
化
財
は

件
と
な
り
、
国
指
定

２００

５
件
、
県
指
定

件
と
合
わ
せ
て
、

１３

市
内
の
指
定
文
化
財
は
全
部
で
２１８

件
と
な
り
ま
し
た
。

■
全
国
に

点
程
度
の
絵
像

２０

本
像
は
、
浄
土
真
宗
寺
院
に
お

い
て
、
主
に
そ
の
寺
院
が
開
か
れ

た
時
に
本
尊
と
し
て
与
え
ら
れ
た

阿
弥
陀
如
来
の
絵
像
で
す
。
本
願

寺
８
代
蓮
如（
１
４
１
５
～
１
４

９
９
年
）、同
９
代
実
如（
１
４
５

８
～
１
５
２
５
年
）の
時
代
に
本

願
寺
門
末
へ
大
量
に
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
絵
像
に
は
裏
書
が
あ
り
、

主
題
名
・
下
付
者
の
署
判
・
願
主

名
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
像
は
、
頭
部
の
真
上
・
蓮
台
の

真
下
に
光
明
が
突
き
抜
け
て
お
り
、

発
光
点
も
身
体
全
体
か
ら
発
せ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
裏
書
で
確
実
に
読
め

る
の
は「
願
主
釈
」の
み
で
す
が
、

蓮
如
が
記
す
場
合
は「
願
主
」と

「
釈
」の
間
が
一
字
分
ほ
ど
空
く
の

が
通
例
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
は
続

け
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
光
明
の
描
き
方
・
願

主
名
の
記
載
の
書
式
は
、
蓮
如
の

長
男
で
あ
る
順
如
の
手
法
で
す
。

順
如
下
付
の
方
便
法
身
尊
像
は

今
の
と
こ
ろ
全
国
に

点
ほ
ど
し

２０

か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
像
は

新
発
見
の
順
如
下
付
の
絵
像
で
す
。
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甘党だった南吉

新
美
南
吉
は
、
童
謡「
た
き

び
」の
作
詞
者
で
あ
る
巽た

つ
み

聖
歌

せ
い
か

と
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
童
謡

雑
誌「
赤
い
鳥
」の
先
輩
投
稿
者

で
あ
る
巽
は
、
南
吉
の
才
能
を

高
く
買
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

南
吉
も
巽
を
兄
の
よ
う
に
慕
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
２
人
は
親

し
く
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。

巽
が
書
い
た「
新
美
南
吉
の

手
紙
と
そ
の
生
涯
」と
い
う
本

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
酒

を
の
ま
な
い
南
吉
は
、
い
き
お

い
甘
党
で
あ
っ
た
。
風
月
堂
や

中
村
屋
の
カ
ス
テ
ラ
、
虎
屋
の

羊
か
ん
な
ど
当
時
五
円
ぐ
ら
い

す
る
も
の（
※
）を
、
女
房
と
ふ

た
り
で
、
ち
ょ
っ
と
の
ま
に
、

ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
て
い
た
。
南

吉
は
胃
腸
が
わ
る
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
原

因
が
あ
っ
た
。」と
書
い
て
い
ま

す
。そ

ん
な
甘
党
、
南
吉
の
面
白

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
紹
介
し

ま
す
。

昭
和

年
１
月

日
の
こ
と

１５

１０

で
す
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
雪
が

降
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
方
に
な

り
、
火
鉢
が
一
つ
し
か
な
い
安

城
高
等
女
学
校

の
職
員
室
は
、

と
て
も
寒
い
部

屋
で
し
た
。
ト

イ
レ
に
行
っ
た

だ
け
で
も
寒
さ

が
骨
身
に
染
み

て
き
て
、「
こ
ん

な
寒
さ
の
中
で

凍
え
て
死
な
ね

ば
な
ら
ぬ
と
し

た
ら
何
と
い
ふ

辛
い
こ
と
だ
ろ

う
」と
南
吉
は

思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
南

吉
は
職
員
室
で
、

用
務
員
さ
ん
が

用
意
し
て
く
れ

た
マ
グ
ロ
鍋
を

食
べ
て
少
し
暖

を
取
り
、
仕
事
を
続
け
ま
す
。

そ
し
て
、
用
務
員
さ
ん
と
甘
い

も
の
の
話
を
し
て
い
る
と
、
近

く
の
菓
子
屋
で
売
っ
て
い
た
飴あ

め

つ
ぼ
が
急
に
欲
し
く
な
っ
て
、

ス
リ
ッ
パ
の
ま
ま
玄
関
を
飛
び

出
し
て
い
き
ま
し
た
。
た
た
き

の
上
で
つ
る
っ
と
滑
る
ほ
ど
の

勢
い
で
…
。

と
こ
ろ
が
、
お
目
当
て
の
菓

子
屋
に
は
カ
ー
テ
ン
が
下
ろ
し

て
あ
っ
た
た
め
、
別
の
店
で
ど

ら
焼
き
を
購
入
し
て
、
南
吉
は

学
校
に
戻
っ
た
の
で
し
た
。

甘
い
も
の
食
べ
た
さ
に
、
雪

の
日
に
も
関
わ
ら
ず
ス
リ
ッ
パ

で
飛
び
回
る
南
吉
。
私
た
ち
が

普
段
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る「
新

美
南
吉
」と
は
ず
い
ぶ
ん
と
違

う
印
象
が
、
南
吉
の
日
記
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
当
時
の
５
円
は
、
現
在
の
２

０
０
０
円
程
度
。

甘甘党の南吉甘党の南吉にに、き、きつねクッキーの感想を聞いてみたいですつねクッキーの感想を聞いてみたいですねね

■問
▼
文
化
財
課

（
緯〈

〉４
４
７
７
）

７７

空
臨
寺（
高
棚
町
）所
蔵
の「
方
便

法
身
尊
像
」を
市
指
定
文
化
財
に


